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「福岡地区水道企業団 水道ビジョン2018」
概ね２０年間で取り組むべき方策、事項を示す経営方針

② ⾧期財政収支見通し

③ 財政収支計画

① 水道ビジョン

福岡地区水道企業団 経営戦略

✔

（１）当企業団の経営戦略



令和７年第１回定例会での報告

✔
次期計画（第15次財政収支計画）の策定に着手

（２）これまでの報告
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収益（収益的収支） 費用（収益的収支）

✔ 収益 横ばい
✔ 物価高騰 費用 増加傾向

令和７年第２回定例会での報告
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✔老朽化施設の改築更新 地震対策 適切に推進
中⾧期的には厳しい経営環境が見込まれる

水道施設の耐震化及び老朽化対策への社会的要請の高まり

令和７年第２回定例会での報告
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地球温暖化対策 ＤＸ技術の活用

新たな取組み
新たな取組み
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第15次財政収支計画の策定にあわせ
「⾧期財政収支見通し2027（仮称）」の策定
「水道ビジョン2018」の一部改訂

に取組む

耐震化 老朽化対策

収益は横ばい 費用は増加傾向。

新たな取組みを実施

企業団を取り巻く環境が大きく変化

（3）今後の取組み
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✔ 有識者会議
議会等 令和８年度中に策定

（４）スケジュール
令和６年度 令和８年度令和７年度

有識者会議

議会等報告

令和７年

第１回定例会 今回報告

第15次財政収支

計画策定着手の

報告

令和８年

第２回定例会

令和８年

用水供給事業

促進対策委員会

令和９年

第１回定例会

策
定

現計画の検証

新計画の方向性を

報告

原案の

報告

最終案の

報告

８月頃 11月頃 ２月頃

６月頃

令和７年

第２回定例会

第14次財政収支

計画の中間

振返り

３回程度開催
設
置

有識者から頂いた意見等を

計画（案）に反映
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須恵町 佐谷浄水場配水池



16



17



18



19



20



（１）現在の状況

75.8

R7.1.27

21.5

R8.1.27

昨年度の同時期よりも貯水率が低下
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11/21

2 3

1 27

21.5%

減少の一途をたどっている

※

9～11月の降雨量

平年の約50%

11/10
1 2

7月の降雨量

平年の約15%

二度にわたる

少 雨
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（ダム温存）
⇒11 21

3
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（２）これまでの対応
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写 真
（当日貼り付け）



企業団HP

身近な節水方法の紹介

（２）これまでの対応
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取水制限
（15%）
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2 1/16 15%の取水制限

平均4.7％※の送水制限

（２）これまでの対応

送水制限
(4.7％)海淡 多々良川 那珂川

フル活用

※



送水制限

制限率を調整

全団体の給水への影響を回避
自己水源の状況 送水制限率を調整

制限率を調整

強化

緩和

⤴

⤵

A

B

C

間接的に
水を融通

15%
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（２）これまでの対応



28

15% 30%

1 29 取水制限を強化

（３）現在の渇水対応



送水制限

制限率 一律

⇒ 全団体へ 一律17.6%※の送水制限
水融通を解除

制限率 一律

強化

緩和

A

B

C

水融通が
困難に

30%
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（３）現在の渇水対応

※
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（３）現在の渇水対応

⇒ ダム貯留水の延命化に取り組まれている



⇒ 連携・協力

「一層の自己水源の活用」
+

「節水の取組強化」
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（４）今後の渇水対応


